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早いものです。明日は二十四節気でいう「夏至（げし）」です。太陽が一

年の内で最も高い位置を通ります。この日、北半球では昼が最も長くなり
ます。自然界では大きな変化でもありますね。 
さて、先週の木曜日、オープンスクールを開催しました。多くの方にご

参観いただき誠にありがとうございました。子供達も自分の学習の様子を
見られるのは緊張するとは思いますが、その反面、より頑張ろうとするも
のです。学習へのよい刺激になるものと思います。今回も、4月と同様、分
散参観とさせていただきました。ご参観いただく時間帯を町毎に分けた為、
参観時間帯により実施教科が違う場合があり、ご覧いただけた学習に違い
が生じたことは、ご理解を賜りたく思います。新型コロナウイルス感染症
の感染対策としてもその対応が変化してきていると考えます。多くのイベ
ント、スポーツ大会等においても、入場制限が少なくなってきています。
但し、それに参加する場合の約束事（体調管理・検温の実施・マスクの着
用・ソーシャルディスタンス【距離】・大声を出さない等）を参加する個人
の責任としてしっかりと遵守するということが大変重要なことになってい
ます。私も今年度に入り何度か陸上の大会を観戦しましたが、その場所に
居合わせる多くの方々の意識の高さを感じました。自分だけのことを考え
るのではなく、「自身がルールを守ることは、多くの他者を守り、結果的に
自分を守ることに繋がっている」ことをきちんと理解した行動に繋がって
いるのだと改めて思いました。５月の運動会実施後のアンケートにおける
参加の様子の項目において、高評価であったことは、大変嬉しく思いまし
た。今回のオープンスクールにおいては、如何だったでしょうか。現在実

施しているアンケートの方にもご意見をお寄せいただければ大変嬉しいと
思います。アンケートは、今週の22日（水）17時迄としておりますので、
お忙しいとは存じますが、ご協力の方よろしくお願い申し上げます。 
また、今週 23 日（木）に、子供達にとっても大変大きな関心事である１

学期の「おの検定」を実施します。中番小学校の子供達への合言葉は「お
の検定。一発合格！」です。おの検定に向けて、子供達は各学級で取り組
んでいることと思います。先日のオープンスクールの日、学校評議員会を
開催し、学校評議員様にも学校の様子をご覧いただきました。会の中でこ
の「おの検定」についても話題に上がりました。学校評議員様のお子様の
頃にもこの「おの検定」があり、お子様が一生懸命取り組んでいたという
ことをお聞きしました。そして、「単に合格すればよい。」という意識では
なく、「少しでもよい点で！100 点で！」という意識があったとのことでし
た。今年度、私はこの「100 点で！」という目標を前々回の朝会で子供達
の方に話しておりましたので、それをお聞きした時、大変嬉しく思いまし
た。保護者の皆様はどう思われますか。如何でしょう。やるからにはそれ
ぐらいの気概が無くてどうするんだ、って思われませんか？不合格だった
者は合格が、80点代で合格していた者は90点代で、90点代だった者は100
点で合格！といったように自分の目標のレベルを高め続けることが必要且
つ重要なことだと思います。さあ、後３日です。「目の前のことに最善を尽
くす。」この気概をもって、全力で取り組んで欲しいと願っています。そん
な子供達へ保護者の皆様のご支援とご声援をよろしくお願い申し上げます。
７月 20 日（水）は、１学期の終業式となります。１学期も残すところ後一
カ月となってまいりました。1学期のまとめの時期に入ります。ラストスパ
ート！。子供達の更なる成長を楽しみにしています。 
中番小学校は、子供達、保護者の皆様、地域の皆様と相互に連携を深め

児童にとって、「明日も行きたい！学びたい！学校」を目指し、様々な教育
活動を進め、共に歩んでいきたいと願っております。 

オープンスクール、ご参観ありがとうございました。 

－ Change（変革）,Challenge（挑戦）,Continue（継続）－ 


